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取締役会の実効性に関する評価結果の概要について 
 

当社取締役会は、コーポレート・ガバナンスコードで実施が要請されている当社取締役会の実効性に

ついての分析・評価を実施いたしましたので、ご報告いたします。 
 

記 

 

Ⅰ.評価の方法 

（１）対象者：取締役 ９名 （うち監査等委員４名） 

 

（２）回答方法：【アンケート方式】 

  ・全 18項目について「良い・概ね良い・普通・やや悪い・悪い」の五段階で評価 

  ・評価理由や意見等を必要に応じて自由欄に記載 

 

（３）アンケートの評価項目は以下のとおりです。 

① 取締役会の構成について 

（経験及びスキル、多様性など） 

② 取締役会の運営について 

（日程及び運営方法、議案資料、審議及び進行など） 

③ 取締役会の議案について 

（中長期経営計画、サステナビリティ及びＳＤＧsへの対応など） 

④ 取締役会を支える体制について 

（情報収集機会の確保、トレーニングなど） 

⑤ ステークホルダーへの対応について 

（株主との建設的な対話、情報提供など） 

 

 



 

 

Ⅱ．第 45期（2021年度）取締役会の実効性に関する評価の結果（概要） 

アンケートの分析・評価結果の概要は、以下の通りとなりました。 

 

① 取締役会の構成について 

取締役会の構成について、専門性やスキル、多様性については、全体として実効性が確保されてい

ると評価されました。一方で女性の活躍や多様性については、現在の構成に対して一定の評価はあり

ますが、「女性役員比率を 30%以上に引き上げる目標設定」「社外比率 50％超の実現」など、今後の取

り組みについての意見がありました。 

 

② 取締役会の運営について 

取締役会の運営について、全体として実効性が確保されていると評価されました。一方で、議案の

資料に対しては、より余裕をもって準備できるように、説明資料の工夫と資料送付の早期化に継続し

て取り組んでもらいたいとの意見がありました。 

 

③ 取締役会の議題について 

既存事業を主体とした中長期経営計画やＳＤＧs 推進委員会を起点とする各種活動など取締役会

の議題については、全体として実効性が確保されていると評価されました。一方で、中期経営計画に

は、新規事業戦略の具体化、ＳＤＧsに対する取り組みや女性活躍に向けた環境整備などを盛り込む

ことを求める意見がありました。 

 

④ 取締役会を支える体制について 

取締役会を支える体制について、全体として実効性が確保されていると評価されました。一方でよ

り充実した取締役会としていくために、取締役会以外の懇談や意見交換の機会の増加、外部研修制度

の充実、回付する重要会議議事録の拡大等を求める意見がありました。 

 

⑤ ステークホルダーへの対応について 

ステークホルダーへの対応については、全体として実効性が確保されていると評価されました。特

に、年２回の機関投資家向け決算説明会実施と筆耕記事掲載、株主総会の WEB視聴導入、適時開示等

の自動配信サービス導入等は高い評価となりました。 

 
Ⅲ．今後の対応について 

上記の取締役会実効性評価の結果のとおり、全体的に当社取締役会の実効性は概ね確保されていると

評価されました。同時に検討すべき課題についても多くのご意見があり、今後これらを改善することで

取締役会の実効性のさらなる向上とコーポレート・ガバナンスの強化に努めてまいります。 
 

以 上 


